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4 月 1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30  

      花見例会               例会                   休会            河川清掃    例会 

本本本日日日のののプププロロログググラララムムム（（（444 月月月 333 日日日）））   

花 見 例 会 12:30～13:30 

通常通りホテルで食事後に三景園散策 

次次次回回回のののプププロロログググラララムムム（（（444 月月月 111000 日日日）））   

宗 清 征 治 様（紳士服研究） 

「ひとはなぜ服を着るのか」 

第１１４５回 ２０１９年３月２７日 例会記録 

点  鐘 澤井会長 

ロータリーソング「奉仕の理想」 

出 席 報 告 

 会員数 

名誉会員 

出席者 メイク 欠席 

(免除 ) 

出席率 

本 日 

(3/27) 

29 

1 

19 

 

4 4 

2 

85.19 

 

メイク 灰谷・川本・乗越・大下 

前々回 

(3/6) 

29 

1 

17 

 

4 6 

2 

77.78 

メイク 灰谷・河井・三好・川本 

食 事 時 間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 時 間 

 本日は戸田様に西日本豪雨災害の

報告というテーマでお話しいただき

ます。後程宜しくお願いいたします。 

 

訃報のお知らせ 

我がクラブ創立以来、いつもメーキ

ャップにお越し下さり準会員のような、竹原ＲＣの菅義

尚様が 3 月 13 日にご逝去されました。（満 74 歳） 

菅様は、47 年連続出席をされており、11 月 28 日、12 月

5 日、12 月 12 日と続けて 3回当クラブにメーキャップに

来られたのが最後の例会出席という事でした。ご生前の

ご厚情に深く感謝するとともに、故人のご功績を偲び、

謹んで哀悼の意を表します。 

 

 4 月 9 日に広島空港 RC は創立 25 周年を迎えます。 

先人たちのご努力によって、このような和気あいあいと

したクラブが存在していることに感謝しています。25 周

年の行事として、親睦家族旅行(鳥取日帰り旅行)を計画

しており、親睦リーダーの鶴田幸彦さんが考えてくれて

います。1月に卓話をしていただいた兎ッ兎ワイナリー

前岡様の所にもお邪魔したいと考えていますので、皆様

ご参加よろしくお願いいたします。 

幹 事 報 告 

《配 布 物》卓話資料、週報1143,1144号、           

 3月理事会報告     

《回  覧》因島ＲＣ50周年記念誌、赤十字新聞 

    25周年親睦家族旅行出欠表 

沼田川クリーンキャンペーン出欠表 



 卓 話 時 間 

 

 

産業支援 コーディネーター   

 

戸田 静雄 様 
 

 

「西日本豪雨災害 再発防止対策結果報告」 

 

昨年、７月に発生した西日本豪雨災害は、三原市にお

きましても甚大な被害をもたらしました。 

本会員 29 名の内 10 名の会員の方が被災されたとお聞き

しております。被災された本会員の皆様には、心よりお

見舞い申し上げます。 

 

西日本豪雨災害 再発防止対策 取組み動機 

平成 30 年 7月西日本豪雨災害に取組んだ理由 

 

昨年 3 月定年を終えて定年後の生き方として漠然と過

ごすのではなく①まだ働き続けるのか②家でのんびり過

ごすのか③定年後の生き甲斐のある過ごし方をするのか

④趣味を楽しむのか⑤社会に貢献する仕事をするのか

等々の定年後の過ごし方がありますが、私自身三原に住

んで 55 年間、何事もなく「安全・安心」して暮らしが出

来た事に感謝しました。 

 

「今自分は、何が社会に貢献出来るのか」・「三原市に対

して何が出来るのか」等を真剣に考えている最中、平成

30 年 7月 6日、7 日の西日本豪雨災害（防災情報警戒レ

ベル 5）に出くわし、上北方の知人宅訪問する途中、西

消防署・本郷中央病院・ウオンツ・マックスバリュウ・

東洋製罐・コカコーラ等々の被災状況を間の当りに見ま

した。 

 

私のやることは微力ながら被災者の皆様の「生の声」

を聞き、行政に伝え、二度とこの様な災害が発生しない

ためにどうすれば良いのか被災者の船木地区・本郷地

区・北方地区の現場に出向き「“現場”“現物”“現実”の

3 現主義」で事実関係を確認し被災者の「生の声」の調

査を行い、行政は何をやるべきかを考察し、「西日本豪雨 

災害で起こった事に対してどうすれば良いのか 再発防

止対策案」を作成することであると決めました。 

 

  7 月 8 日から行政と今日迄継続し交渉したその結果を

まとめましたので報告させて頂きます。西日本豪雨災害

から８ヶ月が経過しましたが、「被災者の生活再建」は、

まだまだほど遠い状態です。被災者の皆様のお気持ちは、

「まだ住む家がない」・「まだ元の生活が取り戻せない」・

「雨の天気予報を聞くとトラウマとなり精神的ストレス

障害がでる」等々被災者の皆様に取っては大きな悩みを

抱えておられました。災害は、“何時”・“何処”で起

こるかも分りません。この「７・6、7・７」の出来事を

後世に伝えて行く事が又、我々の務めだと思います。 

西日本豪雨 沼田川支流決壊原因 
被災者の生の声を聞き、又、今後の台風・雨に備え 

て早急に「三原市」・「県東部事務所」で早急な堆積除去

作業を実施する必要があり私は週 1 回～2回は、「県東部

事務所三原支所」に出向き話し合いをして早急に「土砂

堆積除去」を施工するよう御願いした結果を報告させて

頂きます。 

 

1.７月６日から 7 月７日にかけて西日本を中心に広範囲

で記録され三原市本郷で 490.5 ミリを観測された集中

豪雨でした。 

気象庁は停滞した梅雨前線に二つの方向からの多量の

水蒸気等流れ込んだ複数の要因が重なって起きたと解

析された。 

 

2.椋梨ダムの「緊急放流量の問題」・「サイレン警報問題」。 

 

3.本流沼田川・沼田川各支川の堆積土砂の問題。等あげ

られます。 

①今回の越水・堤防破壊原因は、本流沼田川の増水が

支流をせき止めると言う「バックウオーター現象」

が原因とされています。 

今後、未然に防ぐ再発防止対策として、本流沼田川・

各支流に堆積した「土砂堆積除去」が「最優先重大

課題」でした。 

 

 ②本流の２級河川 沼田川土砂堆積除去は、「県東部建

設事務所管轄」で１１月に、ほぼ完了されましたが

まだ引き続き継続工事が行われています。 

 

③堆積土砂除去工事に当り、沼田川支流で決壊した菅

川３カ所・梨和川２カ所・仏通寺川、三次川・尾原

川で各１カ所の計８カ所は、上流は、「三原市管轄」・

下流は、「県東部事務所管轄」と一つの川を市と県で

２カ所に仕切られていいた事が分かり工事の遅延の

原因が分りました。       
 

三原市本郷町 沼田川他支川氾濫 

沼田川支流決壊８カ所 浸水区域 700ha 状況写真 

引用出典 写真 アジア航測株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



沼田川における検討内容 

平成 31 年 2 月 1 日広島県東部建設事務所・戸田との打合せ結果 

引用出典文書・写真 広島県土木建設局平成 30 年 7月豪雨災害を 

踏まえた今後の水害・土砂災害のあり方検討会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支川破壊要因の分析 

平成 31 年 2 月 1 日広島県東部建設事務所・戸田との打合せ結果 

引用出典文書・写真 広島県土木建設局平成 30 年 7月豪雨災害を 

踏まえた今後の水害・土砂災害のあり方検討会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被災者住民の「生の声」 

西日本豪雨があった 7 月 8日以降、被害状況確認の 

為、被災者の住む本郷・北方・船木。本郷中学校等の現

地に出向き「被災地住民の生の声」を聞きました。 

菅川、梨和川、仏通寺川、三次川、尾原川に出向き被

災者の各住民は、雨が降る度に「トラウマ」となり、睡

眠不足、仕事が手につかない等と日々精神的外傷で悩ん

でおられました。 

市長を始め市職員の皆様は、一生懸命に「不眠不休」

で頑張ってこられたにも関わらず、被災者の言葉は、余

りにも厳しい冷たい言葉が返ってきました。 

 

1.被害者に対して三原市長・市議会議員。市職員関係者

の顔が見えなかった。 

2.要望や不満を聞いても被災者住民に対して真剣に対応

していると言う回答・思いが伝わっていない。 

①平成 30 年 9 月 10 日 

19 時～21 時 本郷中学校 

7 月豪雨災害住民民説明会北方・南方地区  

 ②平成 30 年 9 月 14 日  

19 時～21 時 本郷小学校  

７月豪雨災害 住民民説明会 本郷地区 

 ③平成 30 年 9 月 19 日  

19 時～21 時 第五中学校  

７月豪雨災害住民説明会沼田東沼田西小泉地区 

 ④平成 31 年 1 月 24 日  

19 時～21 時 本郷生涯学習センター  

７月豪雨災害 住民民説明会  

3.何を何時までにやるのか市の対応内容・時期が曖昧で

全く分らない。 

4.市はこの度の災害を教訓に２度と犠牲者を出さないと

言う危機意識・姿勢を持っているのか見えない。 

5.被災者に寄り添い、被災者が元の生活を一刻も早く取

り戻してもらいたい。 

等々の生の声を聞く事が出来、被災者住民と行政との

信頼関係が薄れ、行政と市民との「絆」が遊離し「一

市三町」の合併の意味が無いと言う声が出始めていた

ように感じを受けました。 



沼田川支川越水・堤防決壊再発防止対策申し出・回答内容 

被災者の「生の声」。又、台風・大雨に備えて「堆積土

砂撤去工事」の早期着手実現の為に、私は週 1～２回「県

東部事務所三原支所に出向き申し出を申し続けてきまし

た。 

平成31年2月1日 広島県東部建設事務所と打合せ結

果、右各地図の如く、堆積量 30％以上の箇所を施工する

回答を頂きました。 

 

1.本流の「２級河川」沼田川及び支川 8 カ所の「土砂堆

積除去」時期 

①沼田川は、「県東部建設事務所管轄」でほぼ 11 月に

完了しましたが引き続き継続中です。 

②早急に「三原市」・「県東部事務所」で堆積撤去作業

の実施をする必要があり梅雨の６月までに対応申

し出をしておりました。 

③土砂堆積除去は、予定より早く「４月，５月」内に

実施することになりました。 

  1）天井川・仏通寺川・本谷川・沼田川・尾原川・三

次川は５月末までに完了予定。 

  2）梨和川は４月末までに完了予定。 

④堆積土砂撤去工事は、沼田川支流で決壊した菅川３

カ所・梨和川２カ所・仏通寺川、三次川・尾原川で

各１カ所の計８カ所は、上流は、「三原市管轄」・下

流は、「県東部事務所管轄」と一つの川を市と県で

２カ所に仕切られおり驚きました。    

⑤例えば「西野川」のように、新宮浦橋から上流は、

「三原市管轄」で堆積土砂除去工事は完了していま

すが、下流は、「県東部事務所管轄」で堆積土砂撤

去作業が未だに行われていません。 

 

新宮浦橋から上流は、

「三原市管轄」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引用出典文書  広島県土木建設局平成 30年 7月豪雨災害を 

踏まえた今後の水害・土砂災害のあり方検討会 

 

 

 

新宮浦橋から下流は、 

「県東部事務所管轄」 

 

沼田川他８支川 浚渫工事 

平成 31 年 2 月 1 日広島県東部建設事務所・戸田との打合せ結果 

引用出典文書 広島県土木建設局平成 30 年 7月豪雨災害を 

踏まえた今後の水害・土砂災害のあり方検討会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



沼田川水系 沼田川及び支川 浸水対策事業箇所図  
平成 31 年 2 月 22 日 10：15～12：15 広島県東部建設事務所・戸田打合せ 

引用出典文書 広島県土木建設局平成 30 年 7月豪雨災害を 

踏まえた今後の水害・土砂災害のあり方検討会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

決壊堤防 8支川に「河川監視カメラの設置」要望結果 
平成 31 年 2 月 22 日 10：15～12：15 広島県東部建設事務所・戸田打合せ 

引用出典写真 広島県土木建設局平成 30 年 7月豪雨災害を 

踏まえた今後の水害・土砂災害のあり方検討会 

①菅川に「河川カメラ設置」3月 15 日済 写真参照。 

②他箇所は、随時「激甚災害特別法」の枠で随時設置

する。 

③三原市役所―三原テレに放送(株)と官民一対で「監

視カメラ設置」要望を「三原テレビ放送(株)」に依

頼済。 

菅川に「河川カメラ設置」 

 

 

 

 

 

 

 

 
沼田川などにおける今後の治水対策 

平成 31 年 2 月 22 日 10：15～12：15 広島県東部建設事務所・戸田打合せ 
引用出典文書 広島県土木建設局平成 30 年 7月豪雨災害を 

踏まえた今後の水害・土砂災害のあり方検討会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西日本豪雨災害 再発防止対策活動結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年 12 月 18 日行政「復旧・復興対策」工事前倒し祈願

「黄金だるまの絵」寄贈・干支猪突猛進亥の絵寄贈 

引用出典 記事写真 中國新聞平成 30 年 12 月 27 日 木曜日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、「西日本豪雨災害」について要望・ご意見 

がありましたら行政に対して「再発防止対策」として

反映させて頂ければ良いと思いますので申し出よろし

く御願いいたします。                 

ご清聴ありがとうございました。 


